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【植物工場のメリット①】
• 単位面積あたり・労働時間あたり・投入資源（物
質・エネルギ）あたりの生産増性大

• 周年安定生産・供給（完全人工光型植物工場で
は気象環境に全く影響されない）

• 定時・定量・定品質・定価格に向けた生産（特に
一定品質の生産物の安定供給）

• 化学農薬使用量の縮減（完全人工光型植物工場
では完全無農薬生産が可能）

• 異物混入リスクの低減（完全人工光型植物工場
では、ほぼリスク0を達成）

• 安定した環境と多回転栽培により学習速度増大



【植物工場のメリット②】

• 都市部・市街地・食品工場隣接地での生産（消
費・加工地での生産が可能）

• 放射性物質による汚染のコントロール

• 自動化・軽労化（労働生産性の向上）

• 廃棄物（環境汚染物質）の削減（エコ生産）

• CO2施用（人為的に高CO2濃度環境を作出する
ことが可能）

• 栽培のマニュアル化・雇用中心の生産が可能

• 光環境の制御（補光・遮光）



【植物工場のデメリット①】

• コスト（イニシャルコスト・ランニングコスト（光熱水
量費・人件費））高？

• 単位面積あたりエネルギ投入量の増大（単位生産
量あたりのエネルギに注目する）

• 生産エリアの集中による環境汚染リスクの増大（栽
培様式・施設の集積度等に依存）

• 病害虫リスクの拡大（生産様式・施設の集積度・栽
培技術等に依存）

• より高度で複雑な管理技術が要求される（アシスト
システムの開発が重要）



【植物工場のデメリット②】

• 投資リスクの拡大（台風等の自然災害の影響も
ある）

• 気象環境の影響の拡大（栽培様式・環境制御
システム（投資コスト）に依存するが、特に太陽
光利用型植物工場では、しばしば外気条件と
比較して環境の影響が拡大することがある）

• エネルギコスト・人件費等の影響が出やすい。

• 生産性が高いこと自体が出口の関係でデメリッ
トになる可能性がある（高い生産性→稼働率の
確保＝販売量の確保）



千葉大コンソーシアム組織の概要

• およそ60社の民間企業等が参画
• 目的別に９つのコンソーシアムを組織

– ５つのトマト栽培を太陽光利用型植物工場で行うコンソーシ
アム

– ２つのレタス栽培を完全人工型植物工場で行うコンソーシア
ム

– 街中植物工場に関するコンソーシアム
家庭・オフィス・学校・病院・ショッピングエリアにおける小型
植物工場の利用、食料-資源-環境教育のツールとしての植
物工場の活用

– 領域横断型の研究開発を行うコンソーシアム

– 既に２億個以上のデータを有する植物工場データベース



農林水産省
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柏の葉キャンパス 農水省植物工場プロジェクトの敷地

合計床面積 13,350 m2

太陽光型５棟、人工光型2棟、
研修施設､育苗施設､選果・出荷
施設、廃棄物処理施設

コンソーシアム参加企業約60社
誠和、イワタニアグリググリーン、JA全農、
MKVｰD、大仙、みらい、和郷、パナソニッ
ク電工、前川製作所、三菱樹脂、三菱電
機、ダイキン工業、東京電力、丸紅、岩谷
産業等

１７.５ ha
TX-柏の葉キャンパス駅に隣接



コンソーシアム単位で競争・協調
－住宅展示場のイメージ－

•生産者、新規参入企業等にわかりやすい実証展示
•競争的環境を整えることで、技術の見える化を促進
•生産性の競争
•施設・設備性能の競争
•栽培技術・品種・管理技術の競争
•コスト・環境技術の競争

国際標準の植物工場施設・設備・技術の確立
国際競争力の強化・拡充
海外展開を見据えた拠点形成
各種研修・技術サポートをサポートする拠点形成





RW ハイワイヤー 年1作

2,000株/10a



◆㈱三和

◆サンリツオートメーション㈱



◆ネポン㈱

◆ＪＡ全農青果センター

「すずこま」

「すずこま」



閉鎖型苗生産システムと連携したトマト1段密植栽培

日本型 太陽光利用型植物工場



（移動ベンチ） ◆ 収量40t/10a（固定ベンチ）



固定ベンチ 1段栽培

年間4作 6ブロック

9,000株/10a

株間10cm, 条間110cm



栽培プログラム（1段密植栽培）



◆㈱ベジテック





２つの
完全人工型植物工場
コンソーシアム

パイロットサイズ

結球レタス生産
定植後56日で収穫

量産型

リーフレタス生産
定植後10日で収穫



丸紅 ◆鹿島建設



将来的には専用カット
野菜工場を建設し、両
者で低コスト化を図る。





ビックデータのデータマイニング技術を活用した新た
な統合環境制御技術の開発


